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標問 .，I... 二角不等式
次の不等式を解け.

(1)  cos 2θ>3sin θ+ 2  (0壬θ<2π)
(2)  1 -sin8 >cosθ 
(3)  sin8+sin28+sin38 > 0  (0話。<2π)

5  . θ θ 7  (4)  8 孟sin4 2  +cos4  2  ;2;ー"f (0< 8<π) 

彊置ヨ 三角不等式を解く問題です 三角方
程式と同じ変形を して

sin θミα， tanθきea ...(*)  
の形を導きます. この形に変形する までの方針は

(i)  角と関数の種類をそろえる
(u) 和を積に直す公式や因数分解によって
(  )( )ミ0 の形に直す

(面) αcos8+ bsin8 は合成する
ということでした.
(*)の形を導いてからは，単位円またはグラフを

用いて角の範囲を調べます 1 Y  t. 
例えば，n を整数とすると

s M > ÷ の解は 1  
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(東京芸大)
(束手11大)

( 日本歯大)

( 岡山大)

三角不等式
G  。((l)  単位円で考える

(ii)  グラフの利用
角の範囲に指定がないときは，
一般角で答える

。

標問 積→和，和→積の公式
(1)  次の式の値を求めよ.
(  i  )  cos 200  cos 400  cos 80。
(u)  sin100 +sin500 +sin2500  

157 

( 北海道教育大)
(束京工芸大)

(2)  ムA B C において， 3つの内角を A ，B ， C とするとき，
sin2A +sin 2B+sin2C=4sin A  sinBsin C  

が成り 立つことを示せ.

- 置菌I (ωlυ) 既知の州角玖眠
るように角を変形していきます (1) 既知の角 300，450， 600 な

(i)において使われている角は 200，400， 80。で
すから
200  +  400  =  600， 800  - 200  =  600， 800  +  400  =  1200  
といった組合せが考えられます.
積 cos Xcos を和に直す公式は
m αω =士{cosCα+β)+cos Cα一β)}

なので，右辺の角のところに上の組合せのどれを
使うかを決めていきます. 解答では α=200，
s=400 としてみましょう.
(ii)において，和 sin+sin を積に直す公式は
sinx+sinν=2sin弓旦ωs号笠

です. これに合わせて，角を考えると
100 +500  _ " n o  500 +2500  一- T - =3O ，- -T 一ー=1500

などの組合せが考えられます.
ここで，sin250。は
sin 2500  =  sin (1800  +  700 )  =  - sin 700  

と直しておくとよいでしょう.
(2) 左辺から右辺への変形を考えると，和を積
に直す公式を使うことになります. A ， B， C は
三角形の内角ですから，

A + B + C = 1 8 0。
の利用も必要です.

どが現れるように
G  

積和の公式，和積の公式を利
用
( これらの公式は加法問)
より導き広がら使う j  

(2) 左辺= 一= 右辺を導く
0  

・和積の公式
• A + B + C = 1 8 00  

を利用する

標問

114 第3章図形と方程式

交点の軌跡
αを任意の実数とするとき， 2つの直線 αx + y =α，x - a y = - l の交

点はどんな図形をえがくか.

(2)  マ←α d のとき( 1)の 2 直線の交点はどんな範囲にあるか
置菌 パラメー夕刊含む 2直線の交点の ヨ諮問…

軌跡を求める問題です. 求める軌跡 図形 f(x，y， a)=Q 
をC とすると， cは，パラメータ αによって決ま
る点 (x，y) の全体ですから

(x， y)εC 仁= 今(の=α
x -αν= - 1  をみたす実数αが存在する

ということになります.
このとき，上の連立方程式を解いて

a2 - 1  2a x =-?-，-.-.  y =一一一一a2+1' 11 a2+ 1  
とする必要はありません. 2式をみたす実数 G が
存在するための x，y の条件を考えればよいので
す.

く 解答 〉
(1)  ω + y =α …・・・① x - a y =  - 1  ..…② 

g(x， y， a)=Q 
の交点の軌跡

G  
(1)  2式をみたす実数αが存在
するための x，yの条件を求
める

(2)  2式をみたす G が
マドa 孟Jすの範囲に存在
するための x，yの条件を求
める

①，②をみたす実数 G が存在するための x，y の条件を求める.
②より ，y a = x + l  
これをαについての方程式とみる.
(i)  y = O のとき，x =一l であり，このとき①は
一α+0=α より a = O  
すなわち， (x， y)=(-1， 0) は条件をみたす.

x + 1  (u)  ジキO のとき， G=-y-
これが①もみたすためには

X 2+ y 2 = 1  (yキ 0)
(i)， (ii)より，求める交点の軌跡は

4・任意の実数 a に対して②は成
1L 

・・①，②をみたす a は O
百

1  x  

56 第2 章複素数と方程式

2次方程式の解と係数の関係
(1)  2 次方程式 x 2 + αx + b = O が O でない解α，βをもち α2+β2=3，
1  ， 1  +  s  = 1 が成り立つとき，実数α，bの値を求めよ ( 武蔵工大 )

(2)  2 次方程式 x 2 - 4 x + 7 =0 の解を α，βとする.
(i)  α- 3，β- 3 を解とする 2 次方程式をつくれ.
(ii)  α2，β2 を解とする 2 次方程式をつくれ.

唖置ヨ (1)  解と係数の関係lM=一α
αβ= b  

により，与えられた条件式は a，b についての連
立方程式に直すことができます.(2)  2つの数α，βを解とする 2次方程式の 1
つは

(x一α)(x一β)=0
であり，これを展開すると

x 2ー (α+β)x +αβ= 0
となります. すなわち，

和 α+ β=ρ，積 αβ= q
がわかれば， α，βを解とする 2次方程式の 1つは

x 2 ρx + q =O  
として得られます. その他に

た(x2 - ρx + q ) =O (kは Oでない定数)
も条件をみたす 2 次方程式です.

(1  ) 解と係数の関係より
α+ β=一αかっ αβ= b

であり，このもとで

く 解答 〉

17: !…ーよムi h =今 jQ.土立 1  
α ' β l α 2  

!22b二日。=一α
= 1  l  (a一1)(α+3)=0

(福井工大)

(1) 解と係数の関係
.()， (川= - a

αs = b  
(2)α，βを解とする 2次方程
式の 1つ

.()， {α吋 =ρ
αβ= q  
G  

x2 - ρx + q =O  



積分法とその応用第7章276 

面積の最小と分割
(1  )  曲線 C :y=lx(x-l)1 と直線 l :  y = m x とが異なる 3 つの共有点を
もつようにm の範囲を定めよ.

(2)  (1)のとき，

標間

C と l とで固まれる部分の面積 S を最小とするm の値を求め
( 日本大)よ.

(3)  (1)のとき，
求めよ.

C と l とで囲まれる 2つの部分の面積を等しくする m の値を

(1)  C と Jが異なる 3つの共
有点をもっ

G  
C と lが O< x < l で 1つの
共有点をもっ

(2)  5 = ( mの3次式)
G  

微分して。
最小
5，= 52  
G  

5，- 52= 0  
0  

y=lx(x- l)1 のグラフは，
y = x ( x - l) のグラフを z 軸に関し

て上側に折り返したものです. 原点を通る直線
y = m x を動かしてみて，異なる 3つの共有点を
もっ様子を視覚的にとらえてから計算に入るよう
にしましょう .
(2)  まずは， 素直に計算してみましょう. 交点
のz座標 x = O，l - m， l + m を求め
5 =):-m{ - f(x)一m x } d x +し{ m x + f(x)}dx 

)
 
l
 
(
 

L  
唖置ヨ

(3) 

ムr  ...L 
β 

+;:「mz-f(z))dz
を計算すればよいのです.
(3) 右図で， 51= 52  
である条件を求めるとき
51， 52をそれぞれ求め
る必要はありません. x  

):{f(x )一g (x)} d x = O牛- 争5 1- 52= 0  牛- 中5 1= 52  

x  

を計算すればよいのです.

く
f(x)=x(x- l) とおくと，右図より
C と lが異なる 3つの共有点をもっ

乞= 今 原点以外に異なる 2つの共有点をもっ
- f ( x ) = m x が O < x< l なる実数解を
もっ

〉"'" 解
)
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標間

364 第9章ベクトル

球のベクトル方程式
空間内に 3点 A(α，0， 0)， B(O， 2α， 0)， C(O， 0， 2a) をとる. ただし，
α> 0 とする.
(1)  2互P 'B P =互p.B e をみたす点 P全体は，球面であることを示し，その
中心の座標と半径をそれぞれαを用いて表せ.

(2)  (1)の球面を u軸に垂直な平面で切った切り口が，xy平面とただ l 点で
交わる円となるとき，この円の中心の座標と半径をそれぞれ G を用いて表
せ ( ・札幌医大 )

唖置司 中心七半径 T の球全方空式は
IAP I=γに=今 |ρ- αI=r

A B を直径とする球の方程式は
互F・亘子= 0 に=今(五一石)・(五-b)=O

です.

く 解答 >
(1)  2 A p .i3予=互p.B e に今 A P '(2BP-B e)=o 

線分 B C の中点 (0，α，a) をM とおくと，
互P'(BP-BM)=O ・ AP・可予= 0

... 
(1) 互予で式をくくる
(2)  円と平面が接する

G  
円と平面の共有点が l個

点P の全体は， A M を直径とする球面であり，この球面の
/ααα ¥  ，'， ，.， "  1， --;-:;--!， J  3  中心の座標はほ， (  α> 0) 

(2)  (1川面 : (x-
で切った切り口である円の方程式は

(x-
これが xy平面とただ l点で交わる円となる条件は，z=O として，
(αr =  -(t-x - z)  = τ lーすj

をみたす実数z がただ 1つ存在することである.
α2  (  ， α¥2 ハ . l:t旬 2τ-¥f 引 = u [=ーす一α

Iα ・〒 v a  ¥  ，，_ a  よって，円の中心の座襟は lー 土二とL α 与)， 半径は与¥  2  '  2  -， 2  J' 2  
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342 第 9章ベ クトル

標問

(  1)  ムA B C の内部に点 P があり， P A + P B + pど= 百が成り立つとき，点 P I  
はどのような位置にあるか I

(2)  5 P A  +  P B + 3P e = 百が成り 立つような ムA B C の内部にある点 P を図 i
示せよ. また， ムP B C，ムP C A，ムP A B の面積比を求めよ. (・大分医大) J  

留軍司 を出すように式を変形します (1) 点の位置
δp=αδ互+bδB

αOA +bOB = (α+ b)  α+ b  0  
右図でいうと，線分 A B を けνJ¥
b: αに内分する点を C とする / 1')  ¥  
と，点 P は況を (α+b)倍 し / :JP ¥  
たところにあり ます A b  C  a  B  

く 解答 〉
(  1)  条件式を位置ベクトルに書き直すと

分点公式の活用
a O A + b O B  

a O A + b O B  = (α+ b) a + b  
(2)  面積比。
ムA B Cと小三角形の面積比

↓
c一+一

70一qd+一
↓
α一↓hy

 
• G-P)+(b-p)+C-;-p)=百

よって， P はムA B C の重心である.
(2)  5(a - p)+({;-P)+3(-;-p)=百

5a +b .  5α +b → 
→ → 6x一一一一+3c 2x一一一+ c;  5α+b+3c 一一 -y  9  9  3  

線分 A B を 1 :5 に内分する点を Q とすると，点P は
右図の位置にある.
ムA B C の面積を S とすると

5  
3  .. 6  9  
2  .. 1  1  ムP C A =ームQ C A =一 x + S = S  3  .. 6  9  

ムP A B = S  
よって， ムP B C :ムP C A : ムP A B =5: 1  :  3  

B  C  

206 第6章 微分法とその応用

微分法とその応用
標間 関数の極限

次の極限値を求めよ.

(i)  lim(_ 1-.ー与二引
Z → 1  ¥ X - l  X--l/ 

(2)  次の等式が成り立つように，a， b の値を定めよ.
. 巴 a x 2 + b x + 3 5  I  (i)  li m ヮ =l ‘ z- 3 2 2一2 x - 3 4  
I  f-.¥ ，. x 3 - 2 x 2 _ X + 2  1  I  (ii)  lim  "" --:- "  '-' I  ，..， -;":"i x J +αx + b  2  

( 東京学芸大)

( 城西大)

( 早大)

( 小樽商大)

-霊ヨ (  1υ)  (れi)三τ円は Z戸=司1 では定義さ m 掛担剛 . 叩E切咽
(川1け) 不定形の極限

れないので，x = 1 を代入するわけにはいきませ
んが，

z→ 1  
は，X か"1 と異なる値をとりながら限りなく 1 に
近づく という意味ですから， zLTの極限を考え
ることはできます. X が 1 より大きい値( 小さい
値) をとりながら， 1に限りなく近づくことを

z → 1 + 0  (1- 0)  
と表すと

li m  _ 1_， = + ∞ lim __1で= 一∞
Z → 1 + 0  X - l  .  x - 1 - 0  X - l  

です.
，. ( 1  5 x - 2 ¥  Z150 5 ゴ - Eて引
=  : t (∞一∞) ( 複号同)11貢)

このままでは，第 1項，第 2項の∞の比較がで
きず極限は+ ∞なのか，ー∞なのか，あるいは有
限確定値なのか不明のままです.

ゆ
る

4AV
針駅

4AV
す
uJ

-
出
で
引
分

目
P

な
九
な
硝

問
団
じ
日
目

1

4
ω
川
町
制

Ff

d一心'一=、通=一日

Uハ一Jれ
き
Z
Kを

Z一Z化

ト

uι
と
一
州
日
母
る

一例
理

h
F
の
)
分
す
)
有

③ ーのときの極限が
日 0 0  ÷ 一一 0・∞ ∞ー∞υ 0 0  

などの形になるものを不定形
といいます.


